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人工地震による関東平野南西部の地下深部探査（１）　－神奈川県相模原地域の

地下構造－

On the Seismic in the Southwestern Part of the Kanto Plain -Underground Structure in
Sagamihara Area, Kanagawa Prefecture-
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2000 年 1 月 15 日、関東平野南西部において座間、平塚および多摩川の３地点をとする人工地震による屈折法地

下構造探査が行われた。

　本研究では、関東山地と関東平野南西部の境界地域における深部地下構造を明らかにすることを目的として、

神奈川県相模原市において独自の探査測線を設けて人工地震観測を行ったところ、座間発破の地震記録が得られた。

　探査結果から得られた地下構造について検討を行ったところ、相模原地域の地下深部構造が明らかとなり、

関東山地から関東平野南西部の基盤構造は相模川付近において急激に変化していることが示唆された。

1923 年の関東地震をはじめとする大規模地震における東京首都圏の地震記象にはやや長周期成分の地震動が顕

著に現れることがある。このやや長周期成分の地震動の性質を明らかにするためには観測点直下の地下構造のみな

らず、地震波の伝播経路にあたる地下構造をも考慮する必要がある。特に、山地と平野の境界の影響によって二次

的に発生する表面波の存在が指摘され（例えば、田中・他、1979）、地震波の伝播特性を知るうえで重要であると

考えられる。神奈川県では 1998 年より実施されている地震防災を目的とした堆積平野の地下構造調査の一環とし

て、2000 年 1 月 15 日関東平野南西部において人工地震による屈折法地下構造探査が行われた。この実験は、神奈

川県、川崎市や横浜市などの地方自治体によって地震防災を目的として実施されたものであり、同時に多くの参加

機関による観測が行われた。本研究は実験の際に、発破点のひとつである SP1（座間市）の北側に位置する神奈川

県相模原市において独自の探査測線を設けて人工地震観測を行うことにより、関東山地と関東平野南西部の境界地

域における深部地下構造を明らかにすることを目的としている。

　実施された探査の発破点は SP1（座間）、SP2（平塚）および SP3（多摩川）の3 地点であり、薬量はそれぞれ

495kg、315kg および 50kg である。観測は発破点（SP1）から八王子市までの南北約 20km の測線(NS-Line)上にほ

ぼ 2km 間隔で９地点、関東山地から相模川を挟む町田市までの東西約25km の測線(EW-Line)上に 0.5km～1km 間隔

で 29 地点の合計 38 地点によって行った。EW-Line は 1975 年以来、首都圏基盤構造研究グループにより人工地震

探査が行われてきた（例えば、嶋・他、1976）東京都夢の島からの延長測線上にあたり、発破点（SP1）から北に

約 7km の地点で NS-Line と交差する。観測には地震計は EW-Line に固有周波数 2Hz およびNS-Line に 4.5Hz の速度

計（上下動）を用いた。また、全地点GPS を用いて絶対時刻の同期を行った。

　上記の発破点のうち SP1（座間）の観測記録が全地点にわたり良好に得ることができた。NS-Line では震央距

離 3km 以遠で屈折波が明瞭に見られ、その見かけ速度は Vp=5.0km/s 程度であった。これは既往の実験で得られて

いる 4.8km/s の速度を持つ層（例えば、山中・他）を伝播した屈折波であると考えられる。EW-Line においては相

模川より 1km 程度平野側にある観測地点を境に顕著な違いが見られた。このことから、関東山地から関東平野南西

部の地下深部構造は相模川付近を境に急激に変化していることが示唆された。
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